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１．研究の背景

脳は電気的信号を発する無数の神経細胞で形作られたネットワークである。この神経細胞同士のつなぎ目にあたるシナプスで
電気的信号の伝わり方が変化することによって、私たちの柔軟な思考や行動の切り替えが可能になると考えられている。だがヒト
を対象としたこれまでの脳研究ではシナプスの働きを解析する手段がなかった。

２．研究の目標

私たちはこれまでヒトの脳の特定の部位を磁気により刺激し、誘発された神経の電気的信号が脳領域間を伝達される様相を
解析する手法を独自に開発してきた。この手法を発展させ、ヒト脳のシナプス機能を計測する技術として確立するのが目標であ
る。ヒトの思考、行動制御の仕組みを脳内の電気的信号の流れとシナプス可塑性に基づいて解明すると同時に、疾患にともな
う脳機能変化をシナプス機能の変調として計測する手法を生み出す。

３．研究の特色

これまで脳の切片標本や動物実験でのみ可能であったシナプス機能の解析を、生きているヒトを対象として安全に行う技術とし
て開発する点で独創的である。脳のひとつひとつの領域や神経細胞を調べていた従来の研究に対して、脳内ネットワーク全体の
信号の流れを対象とした解析を可能にする点で、ヒトを対象とした脳研究に新しい展開をもたらすものである。

４．将来的に期待される効果や応用分野

統合失調症やアルツハイマー病などの精神神経疾患の多くは、まずシナプス機能の異常として発症する。本研究によるシナプス
機能計測技術の開発により、これらの疾患の早期診断や客観的病態評価が可能となる。さらにシナプスを標的とした新たな治
療法開発へと発展することが期待される。
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